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抽選 乙ヌテ 中な賞品がきたりま 牙 

駅双ギヤラリ 一年賀状 展 

ナ人気投票を 催します 夫 
皆さんの生涯学習発表の 場となって 
いる駅双ぎゃらり 一で、 今回 3 回目と 
なる。 あ んなの年賀状 展 。 を行います。 

町民の皆さんから 新年のど挨拶とし 
て応募された 心のこもったたくさんの 
力作をこ覧になって 、 皆さんが気に 入っ 

た作品に一票をお 願いします。 

期 間 l 月 l6 日 ( 火 ) 一 3l 日 ( 水 ) まで 

ところ 駅双ぎゃらり 一 

駅双ぎゃら 0 一中央に、 「あ んなの 

ど意見箱 」と投票用紙を 置いています。 

記入して、 「あ んなのど意見箱 」に投 

票してください。 

なお、 投票した人の 中から抽選で、 
20 人に駅双ぎゃらり 一 運営実行委員会 

と囲垣郵便局ひら、 典品 をお贈りしま 

す。 また、 投票により人気作品上位 30 
人にも、 記念品が贈られます。 

問い合わせ 

東部公民館内「駅双ぎやらり 一 

運営実行委員会」事務局へ 

北九州都市高速の 
旧 回数通行券の 利用は 

1 月 31 日までに     

北九州都市高速道路の 旧料金口 
数通行券 ( 普 )450 円、 ( 大 )900 円を 
差額なしで利用できる 期間は 、 2 

月 「 日 ( 木 ) 午前 0 時までです。 

⑨夕月 7 月 / オノ ； l ぢ 0 

回数通行券の 取ク扱 L, ぽ / 
① l 日回数通行券の 券面額と現料金額 
との差額を支払えば、 通行できます。 
② 旧 回数通行券の 券面額の合計額と 

同額付の 現 回数通行券に、 交換しま 

す。 
③ 旧 回数通行券の 払い戻しも、 行い 

ます。 
⑨料金の変更 は / 
普 通 草年 450 円 コ 500 円 

大 型 車 二 900 円う l,000 円 

障害者割引 =230 円 う 250 円 

⑨新回数通行券料金普通 車 Ⅰ大型車 / 
9 回春 4,l00 円 ( 8,200 円 ) 

24 回春 l0 ， 200F1(20 ， 400 円 ) 

l00 回券 40.800 Ⅲ 8l.600 円 ) 

問い合わせ 

福岡Ⅱ ヒ 九州高速道路公社 

北九州事務所管理課 
Q9 2 2 一 6 8 1 1 へ 
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●囲垣在宅介護支援センター 容 282-5167 ●シルバ一人材センター 容 282-4688 臆 異書聖 瞥茎 8282- Ⅰ 2 ⅠⅠ● 岡垣 東部在宅介護支援センター 容 282-5]03 
新年が明けてまだ l0 目 しか経っていないですが、 皆さんも     ました。 私にとってもう 3 回目だったけれど   私の妹も来て 

私みたいに新年の 抱負を胸にがんはっているごとと 思います。     初めての日本のお 正月でした。 

オーストラリアでも 日本と同じように、 この習慣があ ります。     

私の場合、 毎年新年の抱負を 胸に ( そ れ わ何 かは秘密ですが ) 、     け月 Ⅵ 日 、 友達と妹といっしょに ? つのところに 行きまし 
今年は達成したいと 思っています。     た 。 l つ目は太宰府天満宮に 行ぎました。 まだ早かったのに 

    動けないぐらい 人が古、 _ くさんいて、 とてもびっくりしましに。 

新年の抱負以外、 日本と 妹 におさい 甘 んを紹介し 
オーストラリアのお 正月は たくて、 とても 塞 かつた け 
全然違います。 ど % 分以上並びました。 やっ 
先月の広報あ かがき l2 月 と 着いて、 す ずを鳴らして 
l0 日号のごのコーナ 一で 害   手を 2 回た た いて、 お 祈 り 

やあ 願いごとをしましに。 
い 大きな行事で r こように、 クリスマスは 家族や親戚とⅡ ギ湊   妹は 「とてもがもしろかっ 

た 」と言ってくれました。 
  それからあ 店で 梅ケ 枝も 

月は 、 宗教など何も 関係な   ちを買って 、 妹に食べさせ 

くて、 友人たちとパーティ l ましに。 私はもちの中に 入っ 
は 行ったりビールを た くさ 

  
ている " あ んこ " が嫌いな 

ん 飲んだりすることが 多い ので、 妹も嫌いだろうと 思っ 
です。 て、 「あ いしいよ ソ 」と言 っ ） ノ 

  て 食べさせました。 ほ がの 
      (A( 一 ティ =   集まる、   食 , 屋台に行って 焼 ぎとうもろ 

飲む ) ～メアリ一の 国際 宕榊 ～ こしも食べました。 とても 
もちろんお正月は 夏にあ あ いしかったです。 
りますので、 ビーチでパ一 
ティをするのが 人気です。 
私の家族は毎年友人たち 4  席Ⅱ pp ア Ⅱ EWWyEE Ⅰ 片 てぎて、 2 つ目は岡垣町にもどっ 高倉神社に行きき 
を 呼んで、 家でパーティを 恩 けましⅠ あ めでと うこ ざ切去 ヲ し t こ 。 

しますが、 私たち姉妹が 成 そこであ みくじを引きま 
大 してがらは、 自分の友人 した。 私は中吉を引いたけ 
た ちど遊びに行くごとが 多 ぐなってきました。     ど 妹も友達も吉でした。 友達は私より 悪がったので「信じ ろ 

  れない」と言ったけど、 私は 3 回目のお正月のあ ちくじで、 

l 月 l 日は祝日なので、 パーティは双日の l7 月㌻日に行い・ 中古と一番 よ がったのでとてもうれしがっにです。 
ます。 オーストラリアで は l 日 しが休みがないのですが、 今     疲れてきたので、 あ ちくじを中に 結んでから帰りました。 

年日本に居て 、 休みが一週間もあ って、 うれしかった ! 

今年のお正月は 日本で過ごして、 いろいろなごとを 経験し     ちなみに 20 Ⅲ 年 l 月 l 日は ずっと寝てしまいました。 

ふ 早み ザふザふせふザみザふザふ 早ふザふザふザふ 廿みザふザふサふ 牛ふザふザふせふザふザ 
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あ けましておめでとうごさいます 

皆さんよいお 五月を迎えられ 刮 

Ⅰ世紀に突入。 今年は巳 年 です。 

町内には、 明治 ?6 年から 平ム - 

巳年 生まれの人がいます。 

その中から 0 組のファミリ 

; 今年の梅 : 聞いてみまし 
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アミ   リ Ⅰ     良く楽しく 笘 ごせます よ うに         
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ⅠⅠ 穏ク Ⅰ 億 抑抑 宇ノ第 lM 回国勢調査が 行われたこの 年   

入 。 岡垣町の人口が ]3. 帥 7 人、 世帯数が 3.094 世帯で、 現在の   
ぼり皆さんの 笑顔です。 世帯数の 30 ㌫弱しかあ りませんでした。 また岡垣町 第 Ⅰ 
さて、 いろいろなこ 同町民体育 祭が囲 垣中学校 て 行われました。 
とが起こった、 日午 の 

あ ゆみを紹介するよ ! 
め牢 Ⅰ 比棚卸牢 /  タ イエー ホークスの 現 監督、 王貞治 
さんが 756 本塁打の世界記録を 残したこの年、 海老漢小学 

Ⅰ 圭ノ 電話で「 火 ) つ @  へ 校 が開校し、 有線放送の設置工事が 始ま 0 ました。 

続 する制度が始まったこの 年、 遠賀郡 誌か 刊行されまし 甘 89 年 り 古刃 吋 4 年， ヰ 枕元年 ノ 昭和天皇 か 崩御され． 
た 。 また高場炭鉱が 開鉱 されました。 年号が昭和から 平成に変ったこの 年、 国道 3 号バイパス 

Wa Ⅰ 井狂れ田 おけ ム珪メ 国民学校舎が 発布されたこの 年、 岡 ( 野間一哉九間 ) が開通。 渡津地区では、 第 「 回 納涼花火 
垣 村の吉木，山田，内浦小学校在国民学校と 改称しまし 大会が催されました。 

た 」。 

Ⅰ 穏呂年 f 打越車 ノ テレビ放送が 開始されたこの 年、 集 
中表面が発生．遠賀川堤防が 決壊、 戸 切 小字 校 校舎一部 田 
囲垣 村 が大被害にみまねれました。   
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